
今
回
は
、
「
Ｊ
Ｒ
（
国
鉄
）
の
安
全

と
利
便
性
を
も
と
め
る
」
新
潟
地
区
連

絡
会
議
の
磐
越
西
線
の
駅
調
査
を
紹
介

し
ま
す
。

駅
舎
は
い
ら
な
い

更
地
に
し
た
い

三
月
末
に
磐
越
西
線
の
駅
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
東
新
津
・
北
五
泉
・
五
泉
・

猿
和
田
・
馬
下
・
咲
花
・
東
下
条
・
五

十
島
・
三
川
・
津
川
・
鹿
瀬
・
日
出
谷
・

豊
美
・
県
境
を
越
え
て
徳
沢
ま
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。

な
ん
と
い
っ
て
も
驚
い
た
の
が
、
鹿

瀬
駅
で
す
。
駅
舎
の
中
で
服
屋
が
開
業

し
て
い
ま
し
た
。
「
ど
う
し
て
で
す
か
？
」

と
お
店
の
人
に
聞
く
と
、
Ｊ
Ｒ
が
「
駅

舎
を
取
り
壊
し
て
更
地
に
し
た
い
と
言
っ

て
き
た
。
町
と
し
て
は
困
る
と
こ
な
の

で
Ｊ
Ｒ
と
話
し
合
っ
た
結
果
、
駅
舎
を

借
り
て
服
屋
を
開
業
し
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

鹿
瀬
駅
は
「
観
光
案
内
所
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

北
五
泉
駅
は

五
泉
総
合
案
内
セ
ン
タ
ー

各
駅
舎
の
状
況
を
調
べ
る
と
〜
北
五
泉

駅
は
、
駅
舎
が
新
築
の
建
物
に
な
っ
て
い
て

中
に
入
る
と
暖
房
が
入
っ
て
お
り
、
待
合
形

式
の
イ
ス
が
あ
り
、
人
が
切
符
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
Ｊ
Ｒ
の
駅
舎
で
は
な
く
「
五
泉
総

合
案
内
セ
ン
タ
ー
」で
し
た
。

★
三
川
駅
〜

「
三
川
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
」

★
日
出
谷
駅
〜

「
農
協
日
出
谷
支
社
」

★
徳
沢
駅
〜
「
郵
便
局
」

東
新
津
駅
・
東
下
条
駅
・
津
川
駅
の

駅
舎
は
新
築
さ
れ
て
立
派
な
も
の
で
し

た
。
Ｊ
Ｒ
で
は
な
く
、
町
が
金
を
出
し

て
つ
く
っ
た
よ
う
で
す
。

最
近
橋
上
駅
に
な
っ
た
信
越
線
・
矢

代
田
駅
の
改
修
で
は
総
額
（
自
由
通
路

も
含
め
）
十
四
億
六
千
万
円
、
そ
の
う

ち
駅
舎
整
備
に
六
億
円
余
が
か
か
っ
て

お
り
、
Ｊ
Ｒ
の
負
担
は
わ
ず
か
四
千
九

百
万
円
（
駅
舎
整
備
の
七
％
）
で
し
た
。

ホ
ー
ム
に
屋
根
は

五
泉
・
津
川
駅
の
み

ホ
ー
ム
に
き
ち
ん
と
屋
根
が
あ
っ
た

の
は
、
五
泉
と
津
川
駅
の
み
で
し
た
。

北
五
泉
・
咲
花
・
五
十
島
駅
で
は
半
分

に
も
満
た
な
い
屋
根
し
か
か
か
っ
て
い

ま
せ
ん
し
、
鹿
瀬
と
豊
実
で
は
一
両
分

し
か
屋
根
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
日
片
道
七
本
の

列
車
し
か
走
っ
て
な
い

豊
実
駅
で
は
、
一
日
片
道
七
本
の
列

車
し
か
走
っ
て
い
な
く
て
、
九
時
五
二

分
以
降
十
五
時
四
二
分
ま
で
下
り
（
新

津
・
津
川
方
面
の
）
列
車
が
あ
り
ま
せ

ん
。六

時
間
近
く
も
列
車
が
な
い
の
で
す
。

上
り
（
会
津
若
松
方
面
）
は
十
二
時
五

六
分
か
ら
十
七
時
四
二
分
ま
で
列
車
が

あ
り
ま
せ
ん
。
お
客
が
、
な
い
か
ら
と

い
っ
て
利
便
性
を
損
な
え
ば
、
余
計
お

客
は
乗
り
ま
せ
ん
。
「
走
ら
せ
て
い
る

だ
け
あ
り
が
た
い
と
思
え
」
と
で
も
Ｊ

Ｒ
は
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。
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「新潟地区連絡会議」の
磐越西線の駅調査の実施

について紹介します

新潟地区連絡会議は、1986年4月9日に「国鉄の分割・民

営に反対する新潟地区連絡会準備会」が結成され4月21日に

「国鉄分割・民営に反対する新潟地区連絡会議」が結成し

総会が開催されました。16団体の参加で結成され、国鉄の

分割・民営に反対し、国民の足を守るため闘ってきました。

当時は「国鉄問題」の学習会の開催、宣伝行動、ニュー

スの発行や連絡会への参加を訴え、運動が展開されてきま

した。

決起集会など、いくつか開催されましたが文化的な内容

の濃い企画で国鉄問題、現場の状況などを訴えるものでし

た。国鉄まつりの開催では、11000人が結集する大成功でし

た。人活裁判闘争の支援なども中心的な運動でした。

現在は「ＪＲ（国鉄）の安全と利便性をもとめる新潟地

区連絡会議」という組織名で運動が展開されています。



こ
の
度
、
上
記
の
集
会
に
、
三
浦
半
島

の
地
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
力
の
入
れ
よ
う
は
違
い
ま
す
。

今
ま
で
、
エ
リ
ア
一
括
で
や
っ
て
い
た
も

の
が
、
何
と
四
回
に
分
け
、
そ
の
参
加
者

も
並
々
な
ら
ぬ
多
さ
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
私
達
参
加
す
る
方
は
ど

う
か
〜
他
地
域
の
活
動
内
容
、
拡
大
結
果

を
聞
く
に
、
こ
ち
ら
も
で
き
る
？

代
表
さ
れ
る
労
働
組
合
と
し
て
の
運
動

と
、
日
常
的
な
結
び
つ
き
が
大
事
だ
と
い

う
事
で
す
。

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
が
、
再
雇
用
の
部
分

を
残
し
て
い
る
に
せ
よ
、
大
体
は
解
決
、

そ
し
た
ら
次
は
組
織
の
拡
大
で
す
ね
。

今
の
新
潟
の
状
況
は
深
刻
で
す
。
国
労

の
旗
を
次
ぐ
者
が
い
な
く
な
る
日
が
近
づ

い
て
い
る
の
で
す
。

皆
さ
ん
、
本
当
に
深
刻
に
受
け
と
め
組

織
拡
大
に
う
っ
て
出
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
身
近
な
世
話
役
活
動
か
ら
い
い
で

す
か
ら
。

今
号
、
六
九
九
号
で
、
年
間
発
行
三
〇

号
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
後
半

に
な
っ
て
、
発
行
数
が
少
な
く
、
厳
し
い

状
況
が
続
き
ま
し
た
が
、
何
と
か
こ
の
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
「
国
鉄
新
潟
」
の
発
行
に

つ
い
て
が
ん
ば
っ
て
い
く
決
意
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
方
、
多
く
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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ブロック別組織対策交流集会に参加して
新潟県支部・福富執行委員

★言葉癖や方言にも注意を★

人柄はふしぎなもので、その人のものの言い方にも現れま

す。素顔や人となりを伝えようとする時、相手の言葉の癖や

方言があれば、それを取り入れて書くと、相手の人物像が生

き生きと伝わってきます。なんでもかんでも、＜折り目正し

い＞共通語（標準語）にまとめずに、個性的な言葉癖や人間

味豊かな方言などは積極的に紹介しましょう。

★「感動」「発見」を押し出す★

人間の素顔や人となりを紹介する時、書き手自身の「面白

い人だ」「素晴らしい人だ」「この人に、こんな側面が」と

言う感動や発見があると、記事がまとめやすくなります。語

り手に向かって十分に心を開いて、その人の持ち味をしっか

り受けとめるようにしましょう。上っ面だけの人間観察をひ

らかすのではなく、自分の発見や感動を素直に書くことが、

読者の共感を呼びます。


